
４月２４日（日）、小石原川東田橋下流と筑
後川原鶴河川敷で、朝倉市消防団水防訓練お
よび機関員教養訓練が行われました。
消防署員の指導のもと、消防団員たちは互い
に声を掛け合い、土嚢作りや車両操作の確認
を行いました。

地域安全の要　梅雨に向け消防団訓練

令和４年
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あの質問どげんなった？P16

どのう



【予算の概要】

2　令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

令
和
３
年
度
と
比
較
し
33
億
６

３
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
(
市
長
選

が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
政
策
的
経
費

を
除
く
)。

　

災
害
関
連
予
算
は
、
令
和
２
年
度
お
よ

び
３
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
め
、
実

質
約
１
１
４
億
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
の
復
興
に
今
後
も
多
額
の
予

算
が
必
要
と
な
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
等

の
新
た
な
行
政
課
題
に
も
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
優
先
す
べ
き
事
業
の
見
極
め

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

令

ここが知りたい財政用語

各会計の当初予算額

※企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額です。
※１万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

歳出
◇扶助費…高齢者、児童、障がい者
等を支援する費用

◇人件費…職員給与や社会保険料、
議員等の報酬など

◇公債費…事業を行う時に借りたお
金の返済金

歳入
◇市税…市民税、固定資産税、軽自
動車税等

◇地方交付税…国税の一部が市の財
政状況に応じて配分されるお金

◇国庫・県支出金…市が行う事業に
対して国・県から交付されるお金

◇市債…事業の財源に充てるための
国や金融機関からの借入金

市の重要な計画をベースに、

重点的に取り組む事業が

決定されています。

予算のポイント

「人、自然、歴史が織りなす　水ひかる　朝倉」

実現のための重点分野の取組を推進

　　　　　　　　　    ――第２次朝倉市総合計画

活力ある地域社会、誰もが住みたい、住み続けたい

まちづくりの実現　    ――第２期朝倉市総合戦略

「再生期」の３年目　復旧・復興、防災・減災、

地域強靭化を優先　　　　　　――朝倉市復興計画

（一般会計） 

３４５億６,７００

令和４年度予算

万円万円

３４５億６,７００

令和４年度予算

 

 
歳出

３４５億 

６７００万円 

 

 

 

歳入

３４５億

６７００万円

その他
２０億４３５３万１千円

補助費
３８億８２３５万
　　　７千円

扶助費
５６億３千円

依存財源その他
１８億８３５６万円

市債
１４億２４５０万円

市税
７０億４１５６万
　　　６千円

分担金・負担金
使用料・手数料
６億２３１３万９千円

諸収入・
自主財源その他
５４億９１５５万２千円

地方交付税
７８億５千万円

県支出金
６５億３０５５万
　　　１千円

国庫支出金
３７億２２１３万
　　　２千円

繰出金
２７億９７９６万
　　５千円

物件費
４４億１４４万
　　７千円

普通建設事業費
３０億５８９万４千円

災害復旧費
４７億７３５０万８千円

公債費
３０億５１９９万８千円

人件費
５０億１０２９万７千円

補助費
３８億８２３５万
　　　７千円

繰出金
２７億９７９６万
　　５千円

物件費
４４億１４４万
　　７千円

公債費
３０億５１９９万８千円

人件費
５０億１０２９万７千円

諸収入・
自主財源その他
５４億９１５５万２千円

地方交付税
７８億５千万円

県支出金
６５億３０５５万
　　　１千円

国庫支出金
３７億２２１３万
　　　２千円



【予算の概要】

3 令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
、
観
光
の
振
興

観光地
振興

山田堰教育コンテンツ
修学旅行等補助事業

２４０万円

山田堰の特性、中村哲先生の功績等の学習

を取り入れた中高生の修学旅行費に対する

補助を行います。

復
旧
・
復
興
、
防
災
力
の
向
上

復旧
復興

災害復旧事業

４７億７,３５０万円

九州北部豪雨等で被災した道路橋りょう、

河川、農地および農業用施設、林道等を復

旧する費用です。

次
代
に
つ
な
ぐ
良
好
な
環
境
の
保
全

ゼロ
カーボン

地域再エネ導入戦略
策定事業

１,０００万円

ゼロカーボンシティの実現に向けた地域再

生エネルギー導入戦略を策定します。

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
も
ち
飛
躍
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

婚活
支援

あさくら“縁”結び
応援事業

６１０万円

出会いから交際、結婚まで結びつけるために、

出会いイベントや１対１のお見合いなどを

行います。

誰
も
が
健
や
か
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
保
健
福
祉
の
充
実

見守り 高齢者等あんしん見守り
シール交付事業

２５万円

認知症高齢者等が行方不明になった場合の

早期発見や保護のため、ＱＲコード付きシー

ルを交付します。（介護保険特別会計）

賃金
改善

私立保育園・幼稚園
保育士処遇改善事業

２,２０４万円

令和４年２月から９月までの間、職員に対し約３％

の賃金改善を行う私立保育園、私立幼稚園および

認定こども園に対し、必要な費用を補助します。

第２次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和４年度 注目事業
第２次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和４年度 注目事業
議員が注目した予算を紹介します
（予算委員会の質疑はＰ.４、５）



【予算審査特別委員会】

4　令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

「予算審査特別委員会」の中で行われた

質疑と答弁を抜粋して紹介します。

お見合いをサポートする雰囲気作りは

―あさくら“縁”結び応援事業

　あさくら出会いサポートセンター JUNOALL

（ジュノール）の会員登録者数は。

　２２人（女性６人、男性１６人）である。

　移設後のセンターが、人が来たいと思う場

所になるような予算措置はされているか。

　お見合い会場らしい雰囲気となるよう、内部

改装について関係部局と協議する。

　また、イベントについても、“ 縁 ”結び応援

協議会と連携して行うことを考えている。

A

A

Q

Q

旧市町村会館に設けられたお見合い会場

体制強化、部署間連携でさらなる飛躍を

―ふるさと応援寄附金事業

　今後も努力が必要。体制強化についてどう

考えているか。

　令和３年度に職員を１名配置し、繁忙期には

他課からの応援を得て事務を行った。

　小さな目ではいろいろなものを見つけられな

い。特産品の掘り起こしなどは、部署間の連

携こそが気づきの原点だと思うが。

　農業、観光部門と連携している。引き続き

部署間の情報共有に努める。

A

A

Q

Q

様々な発想で

（写真：市内高校生と老舗和菓子店のコラボセット）

地域の賑わいを取り戻すために

―コロナ後の地域行事等支援

　コロナ禍で中止している地域行事等の再開

時にすぐ対応できる予算が必要では。

　地域行事等の再開時には、備品等の補修、

人手の確保など例年にない経費を伴う可能性

もあるため、内容を精査して対応したい。

　これからの市の活性化、地域の賑わいのた

めに、十分な支援をお願いする。

　具体的な相談があった際には、行政としてで

きることをしっかり検討したい。

A

A

Q

Q

支援にはスピード感が必要

令
和
４
年
度
一
般
会
計



【予算審査特別委員会】

5 令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

被災地域に補助を拡充

―地域環境整備補助事業

　臨時分として１,３５０万円の補助金が増額に

なっているが。

　平成２９年７月の災害で多くの道路、水路が

被災した市内１０地区で、原則３年間限定で対

応する。工事の状況に応じて、延長も協議する。

　地元の負担を求めるものとそれ以外とは、

どのように分かれるのか。

　今回、新たに事業の対象とした項目の地元負

担率は５％。場所により状況は様々なので、現

地確認をし、地元の方と話し合って進めていく。

A

A

Q

Q

事業により整備された道路（山田）

秋月藩政史の解明、理解の広がりに期待

―秋月博物館管理・活用事業

　秋月博物館資料叢書刊行の内容は。

　「秋府諸士系譜」ほか５種類、合計４４冊の

翻刻を発刊する予定。

　秋月藩政史を解明する上で、早くから取り

組むべきものであった。何年の計画で、予算

額はいくらか。

　令和４年度１年間の事業で、予算額は約３９

０万円としている。

A

A

Q

Q

発刊予定の「秋府諸士系譜」

多様化する相談内容に対応

―生活困窮者自立支援事業

　前年度と事業内容は変わらないが、予算が

増額となっている理由は。

　相談件数の増加、相談内容の専門性の高まり、

有資格者の人材確保が難しくなってきたことを

受け、令和４年度から自立相談支援業務を外

部委託するため。

　また、令和３年度から始まった生活困窮者

自立支援金が増額となっている。

A

Q

ひとりで悩まず、まずは相談を

秋月・原鶴の観光案内を充実

―「観光・食・農」魅力発信プロジェクト事業

　観光案内システムへのアクセス件数は。

　約４万８千件（令和４年２月末時点）。コロ

ナ禍等により昨年度を下回っている。

　掲載施設数が昨年度予算より増えている

（40 件→55 件）。良い取組なので利用促進を。

　施設数の伸びは、３月中に「原鶴湯めぐりマッ

プ」が完成することとあわせ、「秋月さるきマッ

プ」も更新することによるもの。

A

A

Q

Q

朝倉市のよかとこいっぱい　ＰＲに期待

そうしょ

しゅうふ しょし

ほんこく



【定例会概要】

６　令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

　
２
月
22
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
３
月
定

例
会
で
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
30
の
議
案
を
審

議
、
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
が
注
目
し
た
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

小
石
原
川
ダ
ム
原
石
山

跡
地
に
交
通
公
園
を
整
備

ダ
ム
周
辺
整
備
が
進
む

クランクやＳ字、一本橋、８の字コース等が整備され、

自動二輪車の走行練習ができるようになっています。

（委員会での審査内容は P.9 へ）

３
月
定
例
会

消防団員報酬改正
▲

委員会審査P.8

▲

委員会審査P.9

▲

委員会審査P.8

▲

委員会審査P.8

川の駅原鶴の指定管理終了

ふるさと応援寄附金受入額　増

職員の育休取得の環境整備

消防団員の年額報酬を見直します。

班長 ３１，０００円→３７，０００円

団員 ２３，０００円→３６，５００円

支援団員 １１，５００円→１８，２５０円

　豪雨災害等の影響で事業再開が見込めなくなっ

ている川の駅原鶴の指定管理者の指定期間を、令

和４年３月で終了しました。

　市の非常勤職員の育休の取得要件を緩和し、在

職１年未満でも取得できるようにしました。

また、職員に対する研修の実施、相談体制および

勤務環境の整備に関する措置を義務化しました。

　令和３年度の寄附見込額が約２４億５千万円と

なりました。返礼品数を前年比１.６倍の１,１６

１点まで増やし、８つのサイトへ掲載したことで、

寄附額が伸びました。



【定例会概要】

７ 令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

特
別
会
計
予
算

１
月
臨
時
会

(
委
員
会
の
審
査
内
容
は
Ｐ
８
へ
)

後期高齢者医療特別会計 

 令和２年度の一人当たり医療費は１１８万

４,０００円で、県内で高い方から８番目です。

健康リスクのある方への個別訪問などを行い、

医療費適正化に取り組んでいます。

国民健康保険特別会計  

　令和２年度の一人当たり医療費は４３万

１,０４２円で、「高医療費市町村」への指

定が決まっています。税収減見込により国保

財政は厳しい状況にあり、さらなる医療費の

適正化が課題です。

介護保険特別会計  

　介護給付費の総額は前年度と比較し２.９％

増額となっています。主に施設介護サービス

給付費の増によるものです。
429,000
430,000
431,000
432,000
433,000
（円）

H30 R1 R2

一人当たりの医療費

一般会計

　地域振興基金積立金（ふるさと応援寄附金）
　ふるさと応援寄附金の増に伴う返礼等経費
　甘木鉄道支援事業費（地域交通体系整備基金）
　観光施設等整備事業基金積立金

簡易水道特別会計

　上水道事業繰出金

国民健康保険特別会計　事業勘定

　前年度事業費確定に伴う国・県への返還金 

３月補正予算

８億５,０００万円
４億８,７６１万円

３,３００万円
１,８５０万円

２７６万円

３１４万円

※ ３月補正予算の一部を抜粋しています。

※ この他に、住宅新築資金等貸付特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、工業用水道事業

　 会計、水道事業会計、下水道事業会計の補正を行いました。

　

１
月
24
日
に
第
１
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
急
を

要
す
る
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

該
当
世
帯
の
生
活
支
援
の
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

非
課
税
世
帯
、
急
変
世
帯　

　
　
　

６
億
８
,９
２
５
万
円

子
育
て
世
帯　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

４
億　
　
４
６
０
万
円

(先
行
給
付
の
５
万
円
は

12
月
議
会
で
補
正
済
み
)

　

市
内
商
工
業
者
支
援
の
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
を

３
億
６
千
万
円
分
発
行
し
ま
す
。

臨
時
特
別
給
付
金

(
子
育
て
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
家
計
急
変
世
帯
)

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助

　

お
も
ち
ゃ
の
殺
菌
乾
燥
保

管
庫
、
食
器
洗
浄
機
、
熱
風

消
毒
保
管
庫
を
設
置
し
ま
す
。

公
立
保
育
所
感
染
症
対
策

３
,０
０
０
万
円

(
市
負
担
分
)

８
０
０
万
円

お
も
ち
ゃ
の
殺
菌
乾
燥
保
管
庫
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常任委員会　審査結果すべての議案を全員異議なく可決

総
務
文
教
常
任
委
員
会

地
域
の
守
り
手 

消
防
団
員
の
報
酬
改
正

　

改
正
の
背
景
は
。

　

消
防
団
員
が
減
少
し
続
け
て
い

る
現
状
に
鑑
み
、
団
員
確
保
策
の

一
つ
と
し
て
行
う
も
の
。

　

報
酬
の
支
払
い
方
法
は
。

　

市
か
ら
分
団
へ
配
分
さ
れ
、
各

分
団
で
対
応
す
る
。

　

処
遇
改
善
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
報
酬
金
額
だ
け
で
な
く
、
支

給
方
法
、
定
数
、
任
用
期
間
等
も

含
め
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
べ
き
で

は
。

　

消
防
団
内
の
組
織
検
討
委
員
会

で
、
市
か
ら
も
意
見
を
述
べ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
育
休
制
度
を
ど
の

よ
う
に
運
用
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
は
。

　

妊
娠
の
届
け
出
が
あ
っ
た
際
、

育
休
計
画
に
つ
い
て
話
を
し
て
き

た
。
今
回
の
条
例
改
正
を
機
に
改

め
て
制
度
の
周
知
等
を
図
る
。

Ａ ＱＡＡ ＱＡ Ｑ Ｑ
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
正

　

寄
附
見
込
額
が
24
億
５
千
万
円

ま
で
増
え
、
素
晴
ら
し
い
結
果
。

要
因
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

　

返
礼
品
の
種
類
を
増
や
し
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
紹
介
先
も
８
か
所
ま

で
増
や
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、Ｐ
Ｒ

の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
が
要
因
と

見
て
い
る
。

Ａ Ｑ

市
職
員
の
育
休
を
と
り
や
す
く

補
正
予
算

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

順
調
な
伸
び

制度開始のＨ２０は件数３件、金額１３万円。

Ｒ２には約１３万件、約２２億６千万円まで伸びた。

（県４位、全国５０位）

R3R2R1H31H30H29H27H26H20

ふるさと応援寄附金受入額

0
----

25億円

20億円

15億円

10億円

5億円

----

----

----

----

環
境
民
生
常
任
委
員
会

特
別
会
計
の
適
正
な
運
営
に
向
け
て

　

滞
納
額
の
推
移
に
つ
い
て
。

　

平
成
23
年
度
で
は
約
６
億
７
６

０
０
万
円
だ
っ
た
が
、
令
和
２
年

度
で
は
約
３
億
１
２
０
０
万
円
ま

で
減
少
し
て
い
る
。

　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
推
移

は
。

　

平
成
30
年
度
は
43
万
５
２
９
円
、

令
和
元
年
度
は
43
万
２
０
１
７
円
、

令
和
２
年
度
は
43
万
１
０
４
２
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
費
削
減
の
取
組
に
つ
い
て
。

　

健
康
課
で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・

ア
プ
ロ
ー
チ
事
業
と
し
て
、
検
診

結
果
等
を
基
に
、
治
療
を
中
断
し

て
い
る
人
な
ど
に
対
し
て
、
個
別

訪
問
や
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
で
は
、
通
い

の
場
に
保
健
師
・
運
動
療
法
士
等

を
派
遣
し
、
栄
養
管
理
や
運
動
管

理
に
つ
い
て
健
康
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
朝
倉
診
療
所
も
含
め
、

Ａ ＱＡ Ｑ Ａ Ｑ
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

令
和
２
年
度
か
ら
連
携
し
た
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
農
福
連
携
事
業
を
取

り
入
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

　

現
在
、
市
で
は
取
り
組
ん
で
い

な
い
が
、
所
有
す
る
畑
で
野
菜
を

作
り
、
採
れ
た
野
菜
を
調
理
し
て

楽
し
む
取
組
を
行
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
も
あ
る
。

Ａ Ｑ

医療費の適正化が求められます

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算



９ 令和４年６月１日号　あさくら市議会だより

詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら

建
設
経
済
常
任
委
員
会

交
通
公
園
が
小
石
原
川
ダ
ム
湖
畔
に

　
小
石
原
川
ダ
ム
原
石
山
跡
地
活

用
と
し
て
自
動
二
輪
車
等
の
運
転

技
術
を
体
得
す
る
た
め
の
交
通
公

園
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
が
、
そ
の
概
要
は
。

　

県
内
で
は
宮
若
市
に
次
い
で
二

番
目
の
も
の
で
、
初
心
者
向
け
と

中
級
者
向
け
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。

規
模
と
し
て
は
大
き
い
。

　
市
内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
愛
称
を
つ
け
た
ら
ど

う
か
。

　

令
和
３
年
度
中
に
完
成
予
定
で
、

名
称
は
そ
の
後
に
公
募
す
る
考
え
。

　
な
ぜ
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。

　

水
の
確
保
や
汚
水
処
理
の
問
題

が
あ
り
設
置
が
で
き
な
い
。
公
園

か
ら
下
流
約
１
㎞
の
小
石
原
川
ダ

ム
管
理
所
に
ト
イ
レ
(
24
時
間
利

用
可
)
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
令

和
３
年
７
月
か
ら
約
半
年
間
か
け
て
、

朝
倉
農
業
高
校
跡
地
内
に
あ
る
「
農

の
エ
リ
ア
」
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
１
月
24
日
に
調
査
報

告
書
を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、「
農
の
エ
リ
ア
」
内
に
あ

る
各
施
設
の
視
察
や
、
関
係
者
、
市

担
当
課
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
「
ア
グ

リ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー
ル
＆
ア
カ
デ

ミ
ー
」
が
推
進
す
る
有
機
農
業
の
講

座
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
受
講

ＱＡＡＡ Ｑ Ｑ
朝
倉
市
交
通
公
園
条
例
を
制
定

川
の
駅
原
鶴
の
指
定
管
理
終
了

　
今
後
、
ト
イ
レ
設
置
の
予
定
は
。

　

将
来
的
に
必
要
な
状
況
と
な
れ

ば
検
討
し
た
い
。

Ａ Ｑ　
川
の
駅
原
鶴
は
筑
後
川
の
河
川

敷
を
利
用
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
り
事
業

再
開
が
見
込
め
ず
、
適
正
な
管
理

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
。
今
後
の
施
設
管
理
に
つ

い
て
は
、
活
用
方
法
を
決
定
し
、

そ
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は

市
の
直
営
で
行
う
。

Ａ Ｑ

所
管
事
務
調
査　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

農
業
発
展
へ　

市
と
さ
ら
な
る
連
携
を

報告書を提出しました

素晴らしい景観も楽しめます

者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
取
組
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社
会

な
ど
国
が
推
進
す
る
施
策
に
も
合
致

し
、
朝
倉
市
の
農
業
振
興
に
と
っ
て

も
関
係
性
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
市
と
連
携
を
深
め
、

ま
た
受
講
者
が
地
域
農
業
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

農
業
発
展
に
向
け
て
の
取
組
が
持
続

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

“所管事務調査”とは？

委員会が自主的に、その部門に属する

市の事務について調査すること。

課題解決のための政策提案や提言につ

なげることを目指し行うもので、調査結

果は委員長から議長に提出されます。
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一
般
質
問
者
８
人

快
適
で
住
み
よ
い

朝
倉
市
基
盤
の
充
実

感
染
症
対
策
の
た
め
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た

地域の足となるコミュニティバス

（令和４年３月３０日 朝倉老人福祉センターバス停）

高木（黒川地区）
農地改良復旧作業
（区画整理）

北川 清文　議員
きたがわ きよふみ

解
消
に
向
け
た
取
組
を
求
め
て
い
く

Ａ

水
環
境
の
問
題
は
解
消
す
る
の
か

Ｑ

動画はこちら

　
　

小
石
原
川
ダ
ム
が
完
成
し
、
ダ
ム
の

本
格
運
用
が
昨
年
末
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
懸
案
で
あ
っ
た
佐
田
川
の
瀬
切
れ※

は
解
消
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
朝
倉
市
は

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

時
々
瀬
切
れ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
際
は
ダ
ム
管
理
者
で
あ
る

水
資
源
機
構
に
、
規
定
量
が
確
実
に
放
流

さ
れ
て
い
る
の
か
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い

る
。
完
全
な
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

Ａ Ｑ

考
え
て
い
る
。

　
　

河
川
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
き
た

朝
倉
市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
放
置
で
き
な

い
と
考
え
る
が
。

　
　

佐
田
川
、
小
石
原
川
の
維
持
流
量
の

確
保
、
河
川
環
境
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

引
き
続
き
、
水
資
源
機
構
、
国
土
交
通
省

に
対
し
、
瀬
切
れ
解
消
に
向
け
た
取
組
を

求
め
て
い
く
。

　
　

農
地
改
良
復
旧
事
業
(
区
画
整
理
)

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

農
地
改
良
復
旧
エ
リ
ア
に
砂
道
や
河

川
コ
ー
ス
な
ど
の
他
事
業
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
と
の
事
業
調
整
を
行
い
、

ＡＡ ＱＱ

順
次
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
　

営
農
再
開
に
向
け
た
取
組
状
況
は
。

　
　

農
地
の
有
効
活
用
と
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
の
た
め
、
耕
作
者
が
決
ま
っ

て
い
な
い
農
地
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
借
り
受
け
、
耕
作
者
を
探
す
取

組
を
行
っ
て
い
る
。

ＡＱ
　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

① 

小
石
原
川
ダ
ム
運
用
に
よ
る
佐
田
川
下
流

河
川
の
水
環
境
の
改
善
状
況
に
つ
い
て

② 

現
状
に
お
け
る
災
害
の
復
旧
・
復
興
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

③ 

持
続
可
能
な
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

質
問
項
目

※

河
川
の
水
量
が
少
な
く
な
り
流
れ
が
途
切
れ
る
こ
と
。
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水光るあさくら
一年中涸れることのない

岩清水

水
の
ま
ち
朝
倉 

し
っ
か
り
と
取
り
組
む

Ａ

地
下
水
を
将
来
の
世
代
に
残
す
べ
き

Ｑ

動画はこちら

　
　

朝
倉
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
利
用
者
が
参
加
し
、
そ
の
意
見
を
基

に
運
行
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
利
用
者

の
満
足
度
や
要
望
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

運
行
本
数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

予
約
制
度
の
改
善
を
行
っ
た
。
地
域
住
民

の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、
事
業
の
効
率

化
を
図
る
。

　
　

上
下
水
道
の
整
備
は
計
画
的
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

下
水
道
は
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

整
備
を
進
め
て
い
る
。
上
水
道
に
は
補
助

事
業
を
使
っ
た
計
画
は
な
い
。

ＡＡ ＱＱ

　
　

地
下
水
低
下
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

行
政
は
観
測
井
戸
を
設
置
し
て
持
続
可
能

な
管
理
を
行
い
、
豊
か
な
地
下
水
を
将
来

の
世
代
に
残
す
べ
き
。

　
　

美
し
い
清
ら
か
な
水
を
た
た
え
て
き

た
水
の
ま
ち
朝
倉
。
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
。

　
　

朝
倉
東
高
校
の
株
式
会
社
が
立
ち
上

が
っ
た
。
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
行
政

と
学
校
と
の
協
力
や
連
携
は
。

　
　

地
域
振
興
や
観
光
な
ど
様
々
な
分
野

で
連
携
・
協
力
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　
　

不
妊
手
術
を
し
な
け
れ
ば
、
１
匹
の

母
猫
か
ら
１
年
後
に
は
50
〜
70
匹
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
予
算
を
増
や
し
地
域

猫
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
４
年
度
予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

ＡＡＡ ＱＱＱ

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

市
民
を
主
体
と
し
て
つ
く
る
ま
ち
創
り

Ａ

林
市
政
が
目
指
す
朝
倉
と
具
体
的
施
策

Ｑ

動画はこちら

　
　

令
和
７
年
が
特
例
債
の
最
後
に
な
る
。

新
庁
舎
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
。

　
　

来
春
・
一
木
線
の
問
題
や
駐
車
場
問

題
も
ま
だ
あ
る
の
で
、
全
力
で
進
め
て
い

く
。

　
　

現
庁
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
。
甘

木
中
学
校
や
周
辺
の
防
犯
対
策
と
甘
木
公

園
の
有
効
活
用
を
同
時
に
考
え
る
べ
き
。

　
　

甘
木
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
安
全
の

問
題
、
甘
木
公
園
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
全
く
同
じ
考
え
で
、
周
辺
と

一
体
化
さ
せ
て
取
り
組
め
た
ら
と
考
え
て

い
る
。

ＡＡ ＱＱ

　
　

十
文
字
公
園
凍
結
期
間
も
令
和
７
年

ま
で
。
供
用
開
始
が
３
年
ほ
ど
伸
び
る
に

し
て
も
国
と
の
関
係
で
、
今
後
新
た
な
考

え
が
急
務
と
考
え
る
が
、
い
か
に
。

　
　

凍
結
中
の
総
合
体
育
施
設
は
、
現
在

の
財
政
状
況
で
は
次
の
４
年
間
で
の
建
設

は
厳
し
い
。
体
育
施
設
以
外
の
公
園
機
能

で
活
用
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　

平
成
30
年
に
あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村
在

り
方
検
討
委
員
会
か
ら
提
言
が
あ
っ
た
が
、

水
の
文
化
村
の
有
効
活
用
は
い
か
に
。

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
公
益
財
団
法
人

あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村
が
現
在
管
理
運
営
し

て
い
る
。
極
め
て
大
事
な
こ
と
で
、
理
事

長
と
し
て
多
く
の
意
見
や
知
恵
を
借
り
て

検
討
し
た
い
。

　
　

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
問
題
に
つ
い

て
。
今
後
資
料
を
分
析
し
地
域
ご
と
の
具

体
的
振
興
策
を
打
ち
出
す
べ
き
。

　
　

地
域
ご
と
の
家
族
の
人
口
構
成
や
仕

事
の
中
身
等
を
早
期
に
分
析
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ＡＡＡ Ｑ ＱＱ

実藤 輝夫　議員
さねふじ てるお

① 

第
２
次
総
合
計
画　

快
適
で
住
み
よ
い

都
市
基
盤
の
充
実

② 

朝
倉
市
総
合
戦
略

③ 

犬
猫
対
策

質
問
項
目

① 

林
市
政
１
期
４
年
の
総
括

② 

林
市
政
２
期
目
の
公
約

質
問
項
目
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未来志向が重要

朝倉市で
生み出された水

複
数
組
み
合
わ
せ
て
情
報
を
出
す

Ａ

朝
倉
市
の
一
番
の
売
り
は
何
か

Ｑ

動画はこちら

　
　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
人
口
を
維
持

し
増
や
す
た
め
に
は
、
未
来
志
向
の
政
策

が
重
要
だ
。
次
の
世
代
を
担
う
人
が
い
な

け
れ
ば
、
持
続
可
能
で
は
な
い
。
朝
倉
市

は
日
本
一
活
気
が
あ
る
福
岡
市
に
近
い
の

で
十
分
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
認
知
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

最
優
先
だ
。
朝
倉
市
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
、
観
光
に
も
来
な
い
し
、

移
住
も
し
て
く
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
何
も

始
ま
ら
な
い
。
朝
倉
市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。
市
長
に
聞
く
。

　
　

戦
略
プ
ラ
ン
に
観
光
資
源
、
農
産
物

直
売
所
、
交
通
の
便
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
一
つ
に
絞
れ
な
い
か
。
多
過
ぎ
る
。

Ａ ＱＱ

　
　

複
数
を
組
み
合
わ
せ
て
情
報
を
出
す

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

　
　
そ
れ
を
ど
う
認
知
さ
せ
る
の
か
。

　
　

通
信
技
術
を
使
う
と
費
用
も
そ
れ
ほ

ど
か
か
ら
な
い
。
的
確
に
情
報
発
信
す
る
。

　
　
生
活
し
て
い
る
住
民
が
地
元
地
域
に

愛
着
心
を
持
つ
こ
と
も
重
要
だ
。
愛
着
が

あ
れ
ば
、
市
外
へ
の
転
出
も
少
な
く
、
来

訪
者
の
中
か
ら
定
住
を
希
望
す
る
人
も
出

て
く
る
。
朝
倉
市
民
は
何
に
愛
着
を
感
じ

て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　

４
年
前
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
住
み

や
す
い
と
思
う
理
由
を
問
う
と
、
１
位
は

同
率
54
％
で
「
緑
や
自
然
環
境
が
豊
か
で

あ
る
か
ら
」
と
「
買
物
が
便
利
だ
か
ら
」、

３
位
は
45
％
で
「
近
所
付
き
合
い
や
人
間

関
係
が
よ
い
か
ら
」
で
あ
っ
た
。

Ａ ＡＡ ＱＱ

中島 秀樹　議員
なかしま ひでき

蛇
口
の
向
こ
う
に
は
朝
倉
市
が
あ
る

動画はこちら

　
　
寺
内
ダ
ム
の
貯
水
池
の
水
位
が
、
江

川
ダ
ム
と
比
べ
て
、
著
し
く
低
下
し
て
い

る
。
景
観
や
環
境
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
大
渇
水
の
と
き
の

よ
う
に
、
空
っ
ぽ
と
な
っ
て
良
い
の
か
。

　
　

３
つ
の
ダ
ム
を
総
合
的
に
運
用
す
る

中
で
、
寺
内
ダ
ム
の
水
を
優
先
的
に
利
用

し
て
い
る
。
治
水
、
利
水
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
資
源
と
し
て
の
景
観
に
配
慮
し
た
水

運
用
を
水
資
源
機
構
に
求
め
て
い
く
。

　
　
以
前
提
案
し
た
、
市
の
管
理
河
川
か

ら
の
取
水
を
市
街
地
ま
で
導
く
と
い
う
取

組
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
問

題
に
臨
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

市
が
管
理
す
る
河
川
の
流
水
は
、
市

ＡＡ ＱＱ

の
財
産
と
認
識
し
、
引
き
続
き
協
議
し
て

い
く
。

　
　
朝
倉
市
民
に
と
っ
て
地
下
水
は
、
貴

重
な
水
資
源
で
あ
り
、
そ
の
保
全
は
、
水

源
地
朝
倉
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ
り
、
周
辺
に
影
響

が
出
た
と
き
、
市
と
し
て
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
　

市
民
生
活
、
産
業
活
動
と
の
両
立
を

前
提
と
し
て
、
地
下
水
保
全
の
た
め
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
佐
田
川
、
寺
内
ダ
ム
の
治
水
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
、
河
川
管
理
者
の
検
討
状

況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

強
化
を
図
る
た
め
、
筑
後
川
水
系
河

川
整
備
計
画
の
変
更
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ＡＡ ＱＱ

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し
た

ら
い
い
の
か

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
の
水
環
境
に
つ
い
て

② 

佐
田
川
の
治
水
機
能
強
化
に
つ
い
て

質
問
項
目
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転入者の不安解消を

松末地域コミュニティ
センターに改修します

工
夫
を
し
、
さ
ら
に
住
み
や
す
く
す
る

Ａ

小
さ
な
声
を
市
政
に
反
映
し
て
ほ
し
い

Ｑ

動画はこちら

　
　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
今
以
上

に
保
護
者
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

今
以
上
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

や
懇
談
の
場
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
。

　
　

洋
式
化
率
34
・
56
％
は
県
平
均
よ
り

低
い
。
費
用
や
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
て
前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

　
　

定
期
健
診
の
中
で
糖
尿
病
足
病
変
の

ＡＡ ＱＱ Ｑ

検
査
を
無
償
で
で
き
な
い
か
。

　
　

合
併
症
予
防
策
と
し
て
、
特
定
健
診

の
継
続
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況

を
問
う
。

　
　

現
在
の
普
及
率
は
30
・
77
％
。
出
張

申
請
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
り
普
及
率
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
　

選
挙
の
投
票
率
が
低
い
。
高
校
生
の

提
言
に
あ
っ
た
選
挙
割
を
実
施
し
て
は
。

　
　

選
挙
割
の
趣
旨
に
沿
っ
た
動
き
を
支

援
す
べ
き
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
取
組
が

で
き
る
か
研
究
す
る
。

　
　

転
入
者
に
一
定
期
間
の
お
も
て
な
し

対
応
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

　
　

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
大
き
な
効
果

を
生
み
出
す
と
の
趣
旨
だ
と
思
う
。
検
討

す
る
。

Ａ ＡＡＡ ＱＱＱ

徳永 秀俊　議員
とくなが

あ
し
び
ょ
う
へ
ん

ひでとし

令
和
４
年
度
は
運
営
を
継
続
す
る

Ａ

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
継
続
は
可
能
か

Ｑ

動画はこちら

　
　

高
齢
者
の
免
許
証
所
有
率
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

者
が
減
少
し
て
い
る
。
運
賃
の
見
直
し
な

ど
、
運
行
を
持
続
可
能
と
す
る
方
策
を
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

経
営
が
厳
し
い
状
況
で
も
あ
り
、
活

性
化
協
議
会
で
十
分
協
議
し
て
い
く
。

　
　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
か
ら

４
年
８
か
月
が
経
過
し
た
。
い
ま
だ
43
世

帯
の
被
災
者
世
帯
が
生
活
再
建
で
き
な
い

で
い
る
。
被
災
者
の
生
活
や
心
の
相
談
、

住
居
の
再
建
支
援
の
継
続
の
た
め
に
も
、

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

Ａ ＱＱ

は
重
要
。
継
続
は
可
能
か
。

　
　

現
状
と
し
て
52
世
帯
が
見
守
り
世
帯

で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
３
人
を
雇
用
し
、
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
継
続
す
る
。

　
　

豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
松
末
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
松
末
小
学

校
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
跡
地
に
は
現
場
事
務
所
が

建
っ
て
い
る
。
壁
面
を
塗
装
す
る
な
ど
、

住
民
に
見
え
る
形
で
再
建
へ
の
希
望
を
持

た
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

目
に
見
え
る
形
で
の
復
興
の
発
信
は
、

地
区
住
民
の
復
興
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
か
ら
も
大
切
で
あ
る
。
し
か

し
、
壁
面
の
塗
替
え
は
後
で
現
状
復
旧
が

必
要
と
な
る
。
松
末
地
区
住
民
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

ＡＡ Ｑ

佐々木 明子　議員
ささき あきこ

① 

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

② 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

③ 

公
共
施
設
の
節
電
対
策

④ 

健
康
診
断
に
つ
い
て

⑤ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

⑥ 

選
挙
投
票
率
の
ア
ッ
プ
対
策

⑦ 

転
入
者
に
対
す
る
窓
口
対
応

質
問
項
目

① 

朝
倉
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
つ

い
て

② 

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
興
に
つ
い
て

③ 

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
項
目
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① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

② 

「
朝
倉
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

に
つ
い
て

質
問
項
目

内　

容

２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

排
出
を
ゼ
ロ
に

Ａ

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
は

Ｑ

動画はこちら

　
　

朝
倉
市
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
都
市
に
な
っ
た
。
目
指
し
て
い
る

将
来
の
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

地
球
温
暖
化
対
策
や
技
術
革
新
な
ど

で
再
エ
ネ
の
主
力
電
力
化
や
電
気
自
動
車
、

Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革

等
、
社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

異
常
気
象
も
減
少
し
、
将
来
は
安
心
・
安

全
な
ま
ち
が
作
ら
れ
る
。

　
　

今
後
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

市
民
や
民
間
団
体
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

推
進
す
る
組
織
作
り
も
考
え
て
い
る
。

様
々
な
分
野
の
方
や
企
業
に
も
協
力
い
た

　

３
月
18
日
に
議
員
発
議
で
決
議
案
を
上

程
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
在
日
ロ
シ
ア

大
使
館
へ
決
議
文
を
送
付
し
ま
し
た
。

決
議
案
第
１
号

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
強
く
抗
議
し
、
武
力
行

使
の
即
時
停
止
及
び
ロ
シ
ア
軍
の
完

全
な
撤
退
を
求
め
る
決
議

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
主
権
侵
害
は
、
明
ら
か
に
国
連
憲
章
に

違
反
し
、
世
界
の
安
全
保
障
と
国
際
秩
序

を
脅
か
す
侵
略
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

　

朝
倉
市
議
会
は
、
こ
れ
に
強
く
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
、
武

力
行
使
の
即
時
停
止
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土

か
ら
直
ち
に
全
て
の
軍
隊
を
完
全
に
撤
退

さ
せ
、
平
和
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
で
下
記
の

方
々
の
選
任
お
よ
び
推
薦
に
同
意
し
ま
し

た
。

ＡＡ ＱＱ

だ
き
、
合
意
形
成
を
図
る
。

　
　

無
料
で
出
来
る
、
県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
抗
体
検
査
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

市
内
で
は
５
か
所
の
薬
局
で
出
来
る
。

市
報
３
月
15
日
号
に
掲
載
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
感
染
リ
ス
ク
と
闘

い
な
が
ら
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る
医

療
・
介
護
従
事
者
に
対
し
て
の
心
身
の
ケ

ア
と
支
援
策
は
な
い
の
か
。

　
　

直
接
的
な
助
成
や
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
お
よ
び

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
後
方
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
医
療
や
介
護
崩
壊
に
な
ら
な

い
よ
う
、
支
援
や
指
導
を
お
願
い
す
る
。

奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

最
前
線
で
奮
闘
し
全
力
で
医
療
や
介

護
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
心
か
ら

お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

ＡＡＡ ＱＱＱ

大庭 きみ子　議員
おおば こ

決

議

人

事

案

件

朝
倉
市
監
査
委
員

田
原　

誓
成 

氏　

(
筑
紫
野
市
)

た
は
ら

ち
か
な
り

人
権
擁
護
委
員

仲
山　

淳
子 

氏　

(
須
川
)

な
か
や
ま

じ
ゅ
ん
こ
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【一般質問追跡】

次回定例会の予定

開会日

一般質問

議案質疑

常任委員会

閉会日 

６月９日

６月14日～16日

６月16日

６月17日～21日

６月24日

 

 

※６月３日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

　

４
月
23
日
、
林
裕
二
市
政
の
２

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
５
年
が
経
過
し

よ
う
と
す
る
中
、
復
旧
・
復
興
の

加
速
化
、
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で
落
ち
込
ん
だ
経
済
の
活
性
化

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

議
員
一
同
、
二
元
代
表
制
の
重

み
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会

　

委
員
長　
　

内
田　

 

恵
三

　

副
委
員
長　

熊
本　

 

正
博

　

委
員　
　
　

鹿
毛　

 

哲
也

　

委
員　
　
　

佐
々
木 

明
子

　

委
員　
　
　

徳
永　

 

秀
俊

　

委
員　
　
　

仲
山　

  

寛

う
ち
だ

け
い
ぞ
う

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

か　

げ

て
つ
や

さ　

さ　

き

あ
き
こ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

な
か
や
ま

ゆ
た
か
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　議会での一般質問が

市政にどう反映されたか。

その後を追います。

Q復
旧
前

復
旧
後

農地改良復旧工事が行われた妙見川流域第三地区

区画整理された農地の有効活用が待たれます

CHECK

平成29年九州北部豪雨からの改良復旧後、

農地をどのように有効活用していくのか。

（令和元年９月定例会）

　現在、農地改良復旧事業が進行中です。

　復旧後については、高齢等の理由により農

地を貸したい方もいることから、「農地中間管

理事業」を活用した農地の貸し借りや集約化

など、地域の実情に合わせた取組が関係機関

と連携して行われています。

　あわせて、農業用施設（ハウス、果樹棚な

ど）の整備や土づくりの支援も行われていま

す。

　A ＪＡ、普及センター等と連携し、地域の実情を

踏まえ協議していく。

　

４
月
４
日
、
朝
倉
市
新
規
採
用
職
員

研
修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
議
長
挨
拶
に
続
き
、
議
会
事

務
局
か
ら
議
会
運
営
の
基
本
的
な
仕
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
職
員
は
、

終
始
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
22

人
で
す
。
災
害
か
ら
立
ち
上
が
り
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
新

た
な
人
材
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
研
修
を

　
　
　
　
受
け
入
れ
ま
し
た

新
規
採
用
職
員
研
修
を

　
　
　
　
受
け
入
れ
ま
し
た


